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ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
急
の
復
活
、8
0
0
0
系
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

そ
し
て
来
春
の
旧
3
0
0
0
系
の
引
退
。

こ
れ
ら
特
急
車
の
ニ
ュ
ー
ス
の
背
景
に
見
ら
れ
る
の
は
、

電
車
に
乗
る
楽
し
み
を
重
視
し
た
原
点
へ
の
回
帰
で
は
な
い
か
。

京
阪
電
車
を
見
よ
!

祝
・
50
号
特
集

2
0
1
2
京
阪
電
車
こ
こ
を
見
よ
!

 【
原
点
回
帰
】の
特
急
車
。

　登場から20余年、8000系のエレガン
ト・サルーンへのリニューアルが進行
中。3000系コンフォート・サルーン（P7）
にもある液晶モニタの設置などに加え、
停車駅増に伴い車端部を乗り降りしや
すいロングシートにしたが、そこは京
阪特急。ロングシートとしては極めて
大型のヘッドレスト付き背もたれを用
意したおもてなし精神は、大向こうを
唸らせた。

　よもや全廃かと思われた中での奇跡
的な生き残り、まさかの２階建て改造
→8000系への編入と、ドラマティック
な一生を歩んだ8000系30番台＝旧3000
系。1900系以前の特急車が通勤車両に
改造を受けた一方、誇り高き特急車の
まま来春引退する旧3000系こそ、優美
な表情をたたえた孤高の名車だ。運行
時刻をwebサイト（www.keihan.co.jp）
で確認し、思う存分記憶しよう。

　長らく京阪特急は京橋─七条間ノ
ンストップの落ち着きが売りだったが、
停車駅が増えたことで、「特別な日の
電車」が「日常の電車」になったよう
で、オールドファンは一抹の寂しさを
覚えていた。昨年秋、久々にノンスト
ップ京阪特急を運転したところ好評で、
今春にも運転。ラジオ番組とのタイア
ップで「洛楽」と愛称がついた。

　8000系の登場後、旧3000系の
一部は富山地方鉄道や大井川鉄
道で第二の人生を送ることに。
富山では黄と緑に塗り替えて活
躍しているが、この夏、１本を
京阪特急色に復元。併せて鳩マ
ークやテレビカーも復活する。
　さらに、三条駅で特急に接続
した京津線260型・300型はかつ
て京阪特急色をまとっていた。
300型の生まれ変わりで、現在は
石山坂本線を走る600形の1本が、
この秋に大津線100年を記念して
再び赤黄に。旧3000系の引退で
旧特急色は消えると思いきや、
あちこちで引き継がれるのだ。

よりエレガントになった
8000系。

旧3000系
最後の夏を見逃すな!

 「京都の七条まで
停まりません」再び。

日本各地で
京阪特急色が復活!

　東京在住の中小企業診断士
だが、世界153都市中の80都市
で地下鉄に乗るなど無茶な発想
と行動を愛する鉄道道楽者。ナカ
ノシマ大学2012年2月講座「す
ごいぞ！大阪の鉄道」にご登場の
際は超満員札止めの人気。

電車と言えばこの人!
文／黒田一樹さん

と
黄
の
車
体
に
鳩
マ
ー
ク
。
特
別
料

金
不
要
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
し
た
転
換

式
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
、
テ
レ
ビ
カ
ー
、
ダ
ブ
ル

デ
ッ
カ
ー
、
か
つ
て
は
豪
華
な
段
織
り
シ
ー

ト
モ
ケ
ッ
ト
、
空
気
バ
ネ
台
車
や
冷
房
と
い

っ
た
そ
の
時
代
時
代
に
お
け
る
最
高
級
の
接

客
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
速
達
性
に
優

れ
る
阪
急
や
Ｊ
Ｒ
を
（
川
の
）
向
こ
う
に
回

し
て
き
た
京
阪
特
急
こ
そ
、
伝
統
の
象
徴
で

あ
り
、
京
阪
電
車
の
精
神
で
あ
る
。

つ
て
は
、「
京
橋
を
出
ま
す
と
、
京

都
の
七
条
ま
で
停
ま
り
ま
せ
ん
」
が

自
慢
だ
っ
た
京
阪
特
急
の
停
車
駅
に
、

２
０
０
０
年
に
中
書
島
と
丹
波
橋
、
２
０
０

３
年
に
は
枚
方
市
と
樟
葉
が
加
わ
っ
た
。
昼

間
は
９
０
０
０
系
セ
ミ
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
車

（
当
時
）
も
加
わ
り
10
分
間
隔
で
運
転
さ
れ

る
な
ど
、
な
る
ほ
ど
利
便
性
は
高
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
０
８
年
に
中
之
島
線
が
開

業
。
８
０
０
０
系
は
赤
・
黄
色
の
配
置
を
従

来
と
上
下
逆
に
し
、
さ
ら
に
金
色
の
帯
を
巻

い
た
新
し
い
衣
裳
を
ま
と
い「
エ
レ
ガ
ン
ト・

サ
ル
ー
ン
」
を
名
乗
る
。
車
内
も
一
部
ロ
ン

グ
シ
ー
ト
化
を
含
め
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
始

ま
っ
た
。
テ
レ
ビ
カ
ー
も
使
命
を
終
え
る
。

そ
し
て
こ
の
夏
。
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
君

臨
し
た
旧
３
０
０
０
系
の
、
来
春
で
の
引
退

が
発
表
さ
れ
た
。
昔
日
の
“
よ
そ
い
き
”
の

京
阪
特
急
は
、
も
は
や
帰
ら
な
い
の
か
。

や
、
筆
者
は
異
を
唱
え
た
い
。
旧

３
０
０
０
系
が
伝
説
に
な
ろ
う
と
す

る
現
在
こ
そ
む
し
ろ
、
京
阪
特
急
の
「
原
点

回
帰
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
は
何
か
。
快
適
さ
で
あ
り
、
優

雅
さ
で
あ
る
。
月
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
し
た
デ

ザ
イ
ン
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
共
に
、
形

を
変
え
つ
つ
も
、
そ
の
精
神
は
こ
れ
か
ら
の

エ
レ
ガ
ン
ト
・
サ
ル
ー
ン
に
、
あ
る
い
は
大

津
や
富
山
で
も
継
承
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
と
昔
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
「
原
点
回
帰
」

す
る
京
阪
特
急
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
感
じ
よ
う
。

赤かい

2
0
0
8
年
、京
阪
電
車
中
之
島
線
の
開
業
を
機
に
創
刊
し
た

月
刊
島
民
の
第
50
号
記
念
特
集
は
、そ
の
京
阪
電
車
の
大
研
究
。

今
回
は
特
に
鉄
道
会
社
の
個
性
が
最
も
よ
く
現
れ
る
車
両
に
注
目
。

中
之
島
線
や
大
阪
だ
け
で
な
く
、京
都
や
大
津
ま
で
。

新
し
い
動
き
を
歴
史
の
流
れ
に
位
置
づ
け
て
考
え
る
と
、何
が
見
え
る
の
か
。

最
新
ト
ピ
ッ
ク
の
中
か
ら
京
阪
電
車
ら
し
さ
を
導
き
出
す
。
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　昭和38年（1963）、念願だった天満
橋から淀屋橋への延伸の象徴として登
場。鉄道車両には珍しいバンパーがト
レードマークである。これにより先々
代の1800系は通勤車となったほか、先
代の1810系は1900系に編入された。そ
の後、冷房車である3000系の登場に伴
って通勤車化された1900系だったが、
後に冷房車となり、2008年の中之島線
開業まで息長く活躍した。ご記憶の方
も多いのではないだろうか。引退の際
には再び赤・黄の特急色が復活し、大
きな話題を呼んだ。
製造初年●1963（昭和38）年
定員●140人（座席58人）
自重●32.0t
全長●18,700mm

淀屋橋延伸のシンボル
は息の長い生涯。

　京阪電車のイメージリーダーとして
現役バリバリで活躍する「エレガント・
サルーン」。平成元年（1989）、京都の
出町柳駅開業時に増強用として登場し
たが、大きな固定窓によって実現され
た静かな車内や、１両ごとに車内の色
調を変えるという遊び心があまりに好
評だったために、先代の3000系を置き
換えて増産をはかることになったほど。
その後、ダブルデッカー（２階建て車
両）を組み込み、2009年からはリニュ
ーアルを受けた。

製造初年●1989（平成元）年
定員●107人（座席56/54人）
自重●33.0t
全長●18,900mm

快適至極、
エレガント・サルーン。

　1800系の車体を１ｍ長くして昭和31
年（1956）に登場。日本で初めて圧縮
空気の弾力性を利用した「空気バネ台
車」を搭載（言わばクルマのエアサス
ペンション）。阪急や国鉄に較べてカ
ーブが多く、速さではハンデのある京
阪特急にとって、グリーン車並みの座
席やテレビカー、空気バネ台車などに
よる快適性、楽しさの提供は生命線で
あったことから、時代に応じて常に最
新鋭車が投入された。この結果、1810
系の誕生によって1700系は早くも特急
から一搬車となった。
製造初年●1956（昭和31）年
定員●140人（座席58人）
自重●33.5t
全長●18,700mm

日本初!
 「空気バネ台車」をセット。

　昭和46年（1971）登場。クーラー、
世界初である座席の自動転換装置つき
オールクロスシート、カラーテレビと
快適性をさらに高めた。前面デザイン
に採用された左右の曲面ガラスや、車
体裾を絞った優美なスタイルで京阪間
に君臨。長く看板車両として人気を誇
った。8000系登場後はその座を譲った
ものの、奇跡的に生き残った１編成は、
解体を免れて驚愕の２階建て化改造を
受けて走り続けた。2008年に「3000」
を譲り8000系に編入されるも、2013年
春、ついにその軌跡に幕を下ろす。
製造初年●1971（昭和46）年
定員●140人（座席56人）
自重●35.00t
全長●18,700mm

スマートな女王。
いよいよ引退へ。

　好評の京阪特急に昭和26年（1951）、
初めて赤・黄色をまとう1700型が登場。
さらに２年後、特急増強用に新製した
1800系は、全金属車体に関西初の「カ
ルダン駆動」を備えた新世代車のはし
りで、スムーズな走りと乗り心地の良
さは当時の最高レベルにあった。昭和
29年（1954）には、庶民の憧れだった
テレビを搭載するテレビカーを連結。
復興の希望を乗せ、平和の象徴・鳩マ
ークを掲げて戦後の京阪間を往来した。
そしてサービスの充実、乗り心地のさ
らなる追究へと歩み出していく。
製造初年●1953（昭和28）年
定員●130人（座席54人）
自重●33.0t
全長●17,700mm

乗り心地の良さに、
 「無音電車」の声も。

　戦時中は阪急と合併していた京阪電
車だったが、昭和24年（1949）の分離
独立後には高規格の「新京阪線」改メ

「阪急京都線」がライバルとして立ち
はだかった。そこで翌年、当時の花形
車両だった昭和13年（1938）製の流線
形1000型を再整備して「京阪特急」が
登場。各私鉄が思い思いに趣向をこら
した特急車を導入して覇を争う、鉄道
王国・大阪の始まりの時代にあたる車
両である。その後1000型は、昭和45年

（1970）までに700系に台車や機器を譲
って全車廃車となった。
製造初年●1938（昭和13）年
定員●120人（座席52人）
自重●41.5t
全長●18,720mm

流線形特急、
颯爽とデビュー。1

0
0
0
型

1
9
0
0
系

1
8
0
0
系

3
0
0
0
系

1
8
1
0
系

8
0
0
0
系

京
阪
特
急
回
想
記

あ
ぁ
、
懐
か
し
の

「
原
点
回
帰
」の
動
き
を
感
じ
さ
せ
る
京
阪
特
急
。

で
は
、そ
の「
原
点
」と
は
。

こ
れ
ま
で
の
特
急
車
の
変
遷
を
た
ど
る
。
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生
ブ
レ
ー
キ
、
エ
ア
サ
ス
、
通
勤
冷

房
車
、
自
動
転
換
座
席
、
多
扉
車
、

改
造
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
…
。
他
社
に
も
波
及

し
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
た
関
西
初
・
日
本

初
・
世
界
初
の
機
構
を
次
々
と
導
入
す
る
一

方
で
、
50
年
以
上
前
に
造
ら
れ
た
電
車
を
き

ち
ん
と
整
備
し
て
長
持
ち
さ
せ
た
り
、
乗
り

心
地
の
改
善
を
目
指
し
て
何
十
種
類
も
の
台

車
を
採
用
。「
進
取
の
気
性
」「
技
術
の
京
阪
」

の
名
高
い
京
阪
電
車
で
あ
る
。

道
の
技
術
開
発
の
多
く
が
省
力
化
を

念
頭
に
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、

京
阪
の
技
術
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
安
全
性
や

快
適
性
を
高
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
思
わ
ず

ニ
ヤ
リ
と
し
て
し
ま
う
、
い
ち
び
っ
た
工
夫

も
多
い
（
誉
め
て
ま
す
、
念
の
た
め
）。
あ

る
程
度
完
成
の
域
に
近
づ
い
た
今
日
の
電
車

に
あ
っ
て
も
、
京
阪
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
か
ら
く
り
仕

掛
け
よ
ろ
し
く
客
室
の
そ
こ
こ
こ
に
て
ん
こ

盛
り
だ
。

　

こ
ん
な
ポ
イ
ン
ト
を
見
な
が
ら
乗
る
と
、

い
つ
も
の
電
車
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
。
さ

あ
お
立
ち
会
い
。
京
阪
電
車
な
ら
で
は
の
職

人
芸
、
あ
る
い
は
匠
の
世
界
を
と
く
と
お
楽

し
み
あ
れ
。

特
急
車
の
他
に
も
、「
名
車
」と
呼
ば
れ
る
車
両
は
多
い
。

古
い
時
代
に
生
ま
れ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、

車
両
の
個
性
が
希
薄
化
す
る
昨
今
に
あ
っ
て
、

新
し
い
車
両
に
も
流
れ
る「
京
阪
ら
し
さ
」を
チ
ェッ
ク
。

2
0
1
2
京
阪
電
車
こ
こ
を
見
よ
!

 【
名
匠
】、

い
ま・む
か
し
。

　6000系以来25年ぶりのフルチェンジ
は、中之島線開業時にデビューしたコ
ンフォート・サルーン。ともすれば没
個性化が進む昨今の電車の中で、懐か
しささえ覚える左右対称の顔、随所に
採り入れた「月」がモティーフの円弧、
ハイバックの転換式クロスシートなど、
ブランドの明確化に向けた「匠」の意
志は健在。

　首都圏が20年後に現れた多くの多扉
車を持て余した一方、今なお朝の切り
札として活躍するおなじみ５扉車。ラ
ッシュ時以外は２扉を締め切り、座席
を降ろす構造は空前絶後。特殊仕様の
固まりと思いきや、アルミ車体、回転
グリル送風機、跳ね上げ吊り革など、
その後の京阪電車のスタンダードとな
った機構を搭載するまさに名匠。

　旧京津線の併用軌道（路面）や急勾
配のスペシャリストにして、運転士が

「スポーツカー」と呼ぶほどの高性能
車。東山の緑に映える特別色をまとっ
た欧風の愛らしい車体に、低いホーム
用の折畳みステップを備えたバリアフ
リーの先駆は、匠の名にふさわしい。
地下鉄東西線開業に伴い引退したが、
写真の82号が保存されている。

　日本初の連節車（車体間に台車があ
る）で名高い、大阪と大津を結ぶ元祖・
京阪特急。規格の異なる京阪線と京津
線の直通用に、扉（高低）、集電装置（ポ
ールとパンタグラフ）を2種類備えた
匠ならではの常識破り電車で、経産省
認定の近代化産業遺産。引退から40年、
復活に向け寝屋川市と京阪電車の共同
プロジェクトが進行中。

　2012年、宇治線にデビューした最新
鋭車で、母体となった10000系＋3000
系がその名の由来。４両編成だが、先
頭に幌を付けて8両編成が組めたり、
扉間の座席の下は空いている一方で車
端部には従来通り脚台があって京阪電
車お約束の「三角板」（銭湯のロッカ
ーよろしく、掃除しやすいようカドが
丸くなっている）があったりするのは
匠のコダワリ。墨色や萌黄色など、京
らしい車内の色遣いもオシャレ。

製造初年●2008（平成20）年
定員●113人（座席37/38人）
自重●36.5t
全長●18,900mm

製造初年●1970（昭和45）年
定員●140人（座席48人）
自重●32.5t
全長●18,700mm

製造初年●1963（昭和38）年
定員●90人（座席40人）
自重●20.0t
全長●15,000mm

製造初年●1934（昭和9）年
定員●112人（座席60人）
自重●26.4t
全長●21,450mm

製造初年●2012（平成24）年
定員●128人（座席43人）
自重●36.0t
全長●18,900mm

通勤車の先駆にして完成形。
5000系

知る人ぞ知る名車はこれ。
京津線80型 市民の手で復活も間近か!?

60型びわこ号

最新型の通勤車両。
13000系

回鉄

新時代を告げるブルーカラー。
3000系
コンフォート・サルーン

島民Vol.50.indd   7-8 12/08/23   3:32



9

3
し
か
し
、
京
阪
電
車
の
魅
力
は
駅
に
も
宿
っ
て

い
る
の
だ
。

　

中
之
島
線
の
各
駅
が
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

を
受
賞
し
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
が
、
そ
れ

も
む
べ
な
る
か
な
。
こ
こ
で
は
５
駅
を
紹
介

す
る
が
、
全
89
駅
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
い
か
に

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

ほんど・あきら
『大阪古地図むかし案内』『続・
大阪古地図むかし案内』（共に
創元社）などのシリーズでおなじ
みの大阪古地図のエキスパート。
歴史的な事実だけでなく、作者
の思いや物語を古地図から読
み解こうとする語り口が新鮮。

　古地図を手がかりに歴史を読み解いて
いくシリーズもいよいよ最終回。今回、教
材として登場するのは大正５年（1916）
に発行された「電車明細 大阪案内図」だ。
　大正時代に入ると、電車の路線を主役
にした地図が多く作られるようになって
くる。当時はまだ珍しかった電車を、新
しい街の風景として歓迎する気持ちが込

2012年10月講座

 「古地図で読み解く大阪の歴史〈近代編〉②」
講師／本渡 章（作家）

められていたのだろう。この地図にも駅
が多く描かれ、ターミナルは大きく描か
れるなど、機能性も高い。一見したとこ
ろ、現在私たちがよく目にする地図と近
い部分が多いようにも見える。
　ただし、目的地に少しでも早く迷わず
に着くという目的に特化した今の地図と
は違い、なんとなく愛嬌がある。地図の

古地図シリーズは早くも最終回。
電車の路線図から見える、「新しい時代」の感覚とは。

9

日時／10月18日（木） 
　　　7:00PM〜8:30PM（開場6:30PM〜）　
会場／大阪市中央公会堂 小集会室
受講料／2,500円（教材費込み）
定員／100名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大阪21世紀協会

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もし
くはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してく
ださい。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え
下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学10月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

「古地図で読み解く大阪の歴史〈近代編〉②」

題名の部分のデザインや、線路の描き方
や駅名の表示など、電車に乗ってあちこ
ちへと出かける楽しさを強調しているよ
うに見える。これを目にした大正時代の
人たちは、目を輝かせて、どこへ行こう
かとお出かけの計画を練ったのではない
だろうか。大阪の〝古地図名探偵〟、本
渡章さんの名解説をお楽しみに！

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

大正時代の
電車路線図が登場

◎今回の教材
「電車明細 大阪案内図」

◎今月の授業

 【古地図】

　大正モダン華やかなり
し頃に、大阪で販売され
た地図。28cm×40cm。
大阪市電を中心に、市
内を走る電車の路線と
街が描かれている。機
能性一辺倒の現在の
地図とは違い、遊びを
楽しむ趣があるところに、
江戸時代の名所ブーム
にも通じる都市観光の
目線を感じさせる。
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京
阪
電
車
に
は
他
の
電
車
の
沿
線
に
は
な
い
、

風
情
や
個
性
の
あ
る
駅
が
多
い
。

そ
ん
な
遊
び
心
の
あ
る
駅
を
見
て
み
よ
う
。

2
0
1
2
京
阪
電
車
こ
こ
を
見
よ
!

駅
の【
遊
び
心
】。

晝
で
あ
る
。
特
別
急
行
列
車
は
満
員

の
ま
ま
全
速
力
で
馳
け
て
ゐ
た
。
沿

線
の
小
駅
は
石
の
や
う
に
黙
殺
さ
れ
た
」（
横

光
利
一
『
頭
な
ら
び
に
腹
』）

　

な
る
ほ
ど
、
京
阪
特
急
に
身
を
任
せ
て
の

う
た
た
寝
の
中

で
は
、
途
中
の

通
過
駅
な
ど
気

に
な
ら
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

も
「
頑
張
り
ま
し
た
！
」
と
い
う
雰
囲
気
は

し
な
く
と
も
、
そ
の
地
域
や
、
建
築
さ
れ
た

時
代
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
軽
妙
な
セ
ン

ス
（
と
マ
ニ
ア
ッ
ク
さ
）
で
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

　

い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
早
く
い
つ
も
の
駅

を
出
て
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
途
中
下
車
を
し

て
み
よ
う
。
10
分
も
待
て
ば
次
の
電
車
が
や

っ
て
来
る
。
普
段
は
降
り
な
い
駅
に
降
り
立

っ
た
あ
な
た
の
遊
び
心
と
、
京
阪
電
車
の
遊

び
心
と
が
シ
ン
ク
ロ
し
て
、
新
た
な
世
界
が

見
え
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　「黒い礼服、茶を一杯、赤
いニンジン、第三の男、四季、
みどりご、青二才のロクデナ
シ、紫式部、ハイヤー、ホワイ
トクリスマス」。電気抵抗の色
コードの暗記方法である。三
条〜七条間はこれにちなん
で橙色（三条）、黄色（四条）、
緑色（五条）、紫色（七条）を
構内のアクセントカラーに用
い、「公共の色彩賞」を受賞。

ネイチャー系

メカ系

デザイン系

ご利益系

レジャー系

眞三条駅

枚方公園駅

宇治駅
　京阪の駅なのに、移転し
た関係で駅舎とホームの間を
ＪＲ線がまたぎ、近未来的なコ
ンクリート打ちっ放しに円の
モティーフとユニークさ満載。
私鉄の駅としては初めてグッ
ドデザイン賞に輝いた。あの
南海電車のラピートでおなじ
み若林広幸氏の設計と聞け
ば、ナルホド。

萱島駅
　大阪行きホームを貫くのは
幹周り7m、高さ20m、樹齢
700年のクスノキ。高架複々
線化の際に伐採予定だった
が、保存を望む声に応えてこ
の形になった。大阪市より都
市景観建築賞を受賞。京阪
電車が制作した複々線工事
完成記念写真集の題名も

『クスノキは残った』。

伏見稲荷駅
　ホームの柵や柱のまぶし
い朱色、そこここに散りばめ
られた「伏見稲荷」「ふしみい
なり」の文字や狐のモティー
フが、お稲荷さんの玄関口に
して、既に通過だけじゃもった
いないパワースポットっぽさを
感じる。普段は静かな駅だが、
初詣の時には大にぎわい。

　かつてはどの沿線にもあっ
た私鉄系遊園地の中で、一
人気を吐くひらかたパーク。
枚方公園駅はひらパーのキ
ャラクター、ヴィヴィッドな色
遣い、楕円形の広告枠など、
遊園地ノスタルジーが満開。
ホームに立つだけで「連れて
って」とおねだりした日が蘇る。
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21世紀の懐徳堂プロジェクト 9月の時間割
ナカノシマ大学ほか、中之島周辺の「学びの場」の時間割をご紹介。

◎21世紀の懐徳堂プロジェクトとは…　ナカノシマ大学が、（財）大阪21世紀協会、大阪大学、大阪市と連携しながら、
大阪の街に「市民が学ぶための場所」を広げていくためのムーブメントです。

「中之島の水辺で水上さんぽ」奥谷 崇（水辺ガイド） 参加費：3,000円（レンタル一式+保険+協力金）
☆毎日開催☆年中楽しめるパドルボード！バランス感覚が身に付きエクササイズにもオススメ！

土1
会
場
D

9:00AM～/
7:00PM〜

「アトリコットのニットカフェ」atricot（ニットアーティスト） 申込先：HP（http://atricot.jp）
レッスン代：2,000円（ワンドリンク付き・材料費別途）　各自好きなものがつくれるニットカフェです。　※要予約

土
・
木8・13

会
場
E

8日 10:00AM～
/2:00PM〜

13日 2:00PM～
4:00PM

ポーポー屋料理教室『皮から作ろう！餃子』中東ゆうこ（ポーポー屋・店主） 参加料：3,800円（お持ち帰り付き）
誰もが好きな餃子！人が集まれば餃子！みんなで、皮から手作りして楽しみましょう～♪

日
・
土9・22

会
場
L

9日 11:00AM～
2:00PM

22日 5:00PM～
8:00PM

「Midosuji Talkin’About　vol.4 Marie’s Viewpoint」 参加無料
大阪市－パリ市のデザイナー交流事業で大阪滞在中のマリー氏に、自身の関心、日本での活動について話を聞きます。

木13
会
場
H

7:00PM～
9:00PM

「初心者のための絵画塾～クレパスってこんなにすごかったんや」柿坂万作（画廊喫茶フレイムハウス店主） 
受講料：2,500円（画材費込み）　クレパスを使って身近な静物を描いてみましょう。エプロン、手ぬぐいをお持ち下さい。

土15
会
場
F

2:00PM～
4:00PM

「工作&アート教室Coppa!! -版画スタンプを作ろう！」ムラバヤシケンジ（工作教室講師／アーティスト） 
料金：1,200円（材料費別100円） ゴム板を彫刻刀で彫って自分だけのオリジナルのスタンプを作りましょう！

土15
会
場
C

5:00PM～
7:00PM

「秋の訪れを感じる野菜たっぷりの中華料理おもてなし」藤本佳子（Marble-Cooking主宰） 
レッスン代：4,200円（材料費、テキスト含む）　簡単で豪華に見える中国料理でおもてなしを楽しみましょう。

土
・
水15・26

会
場
B

15日 
10:00AM～

26日 
7:00PM～

三日月豆の苔玉教室『秋の山野草を使って苔玉を作りましょう～』松本佳子（三日月豆・店主） 
参加料：4,500円（材料費＋秋ご飯付き）　里山の秋を感じるような苔玉を作りましょう～♪秋のご飯のお楽しみも～♪

日
・
水16・26

会
場
L

16日 11:00AM
～1:00PM

26日 7:00PM～
9:00PM

「ネコ社長を作りましょう」IRIIRI（にんぎょう作家） 参加費：4,200円（お茶とお菓子付き）　
胸に三日月が付いたオオカミの布人形をつくりましょう！初心者の方も大歓迎です。糸切りばさみをご用意ください。

日16
会
場
K

2:00PM～
6:00PM

「TEA&BISCUIT◎紅茶教室」Yuriko（ティーコーディネーター） 受講料：各2,000円（HIKEのマフィンと小さなお菓
子付き）　日常の紅茶やおもてなしなど、自分の好きなスタイルで紅茶を楽しみたい方に。

日16
会
場
A

A 1:00PM～
2:30PM

B 3:00PM～
4:30PM

「ワイン講座」N.Lee（ワインコーディネイター） 受講料：3,000円
アンモナイトの落し物！？ ジュラ、サヴォワ地方のミステリーワインを４～５種ご紹介します。

土22
会
場
F

2:30PM～
4:30PM

「カフェでご一緒に夏の歌を歌いましょう」西影純枝（ソプラノ） 受講料:2,000円（ケーキ、コーヒー付き）
ヴォイストレーニングを受けて「赤とんぼ」、「夕焼け小焼け」、「里の秋」、などを気持ちの良い声で歌いましょう。

日23
会
場
J

10:00AM～
11:30AM

「好きな糸を選んでお花ブローチを作ろう！」booworks（手織り作家） 参加費：525円
一本の糸がコサージュやアクセサリーに使えるお花ブローチに早変わり！ たくさんの糸から好きな色を選んでスタート！

日23
会
場
K

1:00PM～
6:00PM

「御堂筋Talkin’About vol.20『都心居住者の今』」 参加無料
都心が利便性だけでなく、本質的に住む街として選ばれるには何が必要？ 今回は都心居住について深掘りしていきます。

月24
会
場
I

7:00PM～
9:00PM

「コミカレOSAKA昼版！日常にも仕事にも役立つコーチング講座・2」平田美佐子 受講料:2,000円
申込先：http://kokucheese.com/event/index/45977/　円滑なコミュニケーションが出来る方法を教えます。

火25
会
場
E

1:30PM～
3:00PM

「聴いて読む＆洋書絵本を読む」山崎一郎（翻訳家） 参加費：1,500円（お茶付き）
今回は、「ヘンゼルとグレーテル」を読む予定です。

水26
会
場
G

7:00PM～

A
B

C
D

E

F
G

H

I
J
K
L

大阪カルチャークラスター!!
大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、大阪にあるカフェやギャラリーなどで独自に企画・運営を行っている
講座・ワークショップを一堂に集め、紹介していきます。
※大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、参加店舗を募集中です。お問い合わせはsingles@do.ai（common café）まで。

雑貨屋Biscuit cafe　☎090-9254-1223　
Marble-Cooking　
http://www.marble-cooking.com　
morrison(studio)　☎080-3113-4816　
若松の浜　☎06-6125-0550　

ULTRA 2nd COFFEE AND DINER　
☎06-6949-8804　
フレイムハウス　☎06-6226-0107　
貸本喫茶ちょうちょぼっこ　
http://www.geocities.co.jp/chochobocko/

フラムテラス　
http://www.osakagas.co.jp/flamme_t/　
愛日会館　☎06-6264-4100　
カフェ アンドール 本町店　☎06-6243-0584　
タピエスタイル　☎06-6531-7827
ポーポー屋　☎06-6531-7827　

会場／アートエリアB1　参加費／全て無料　当日先着順・入退場自由　問い合わせ／［カフェの内容について］大阪大学コミュニケーションデザイン・センター
（CSCD）☎06-6850-6632　［場所などについて］アートエリアB1 ☎06-6226-4006　※内容は予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

レクチャー&対話プログラム「ラボカフェ」
読書・哲学・鉄道など、毎月リアルタイムなテーマでカフェ風ワークショップを行っている、
京阪電車中之島線なにわ橋駅地下１階の［アートエリアB1］。9月のラインアップはこんな感じ。

土 ダンスワークショップ「踊りにおいでよ！─第4回─」 定員:30名程度
多彩な活動で注目のダンサーの砂連尾さんをゲストに迎え、だれでも楽しめるダンスの魅力についてワークを行います。

7:00PM～
8:30PM1

水 シアターカフェ「セリフの覚え方3」 定員:30名程度
今回は作家、演出家、俳優の黒木陽子さんをお迎えし、セリフを覚える際に気をつけられていることなどをお話しいただきます。

7:00PM～
9:00PM5

水 中之島哲学コレージュ／哲学カフェ「話が長いとは？」 定員:50名程度
同じような話でも長いと感じたり、それほど気にならなかったりするのはどうしてなのでしょう。一緒に考えてみたいと思います。

7:00PM～
9:00PM12

木 シリーズ：科学技術イノベーション「ユニバーサルデザイン」 定員:50名程度
同志社大学教授／（株）ユーディット会長の関根千佳さんに、「ユニバーサルデザイン」がもたらす豊かさと多様性を伺います。

7:00PM～
9:00PM13

土 ライフ＆ミュージック「歌で語り合う」 定員:50名程度
レゲエ・アーティスト、シャバジーをゲストに迎えて、ライフ（生命・生活・人生）とミュージックについて語り合います。

2:00PM～
4:00PM15

金 中之島哲学コレージュ／哲学セミナー「あなたの身近な公共性」 定員:50名程度
ごみの問題から社会保障や科学技術の問題まで、身近なところからパブリック・エンゲージメントを考えてみませんか？

7:00PM～
9:00PM21

火 サイエンスカフェ・オンザエッジ 10～先端の科学者が見ているコト・モノ～「ノーベル賞でたどる免疫学の歴史」 
定員:40名程度　ノーベル賞受賞者の研究内容を彼らの人生もまじえて振り返り、免疫研究の発展と成果をお話しします。

6:30PM～
8:00PM25

大阪大学21世紀懐徳堂
●Handai-Asahi 中之島塾 大阪大学が朝日カルチャーセンターと共催しているセミナーです。

会場／大阪大学中之島センター　インターネット、電話、FAXか、朝日カルチャーセンターの窓口でお申し込みください。 http://www.asahiculture.com/
nakanoshima/index.html　☎06-6222-5224　ＦＡＸ.06-6222-5221　問い合わせ／朝日カルチャーセンター（中之島）☎06-6222-5224

「おもしろ日本語学〜「どうせ」と「せっかく」に込めた気持ち」小矢野哲夫（大阪大学大学院言語文化研究科・教
授） 受講料／1,575円　「君には分からない」と「どうせ君には分からない」は受け止め方に違いが出ます。今回は、文頭の主観的
な表現から、普段使っている「どうせ」と「せっかく」という副詞を取り上げ、そこに込められた話し手の気持ちを探ります。

1:30PM～
3:00PM金7

「未来を拓くツインサイエンス 〜ふたご研究の最前線」加藤憲司（大阪大学大学院医学系研究科・特任教授）
受講料／3,150円（全2回）　例えばふたごが共にがんになることは少ないですが、糖尿病は比較的多くの一卵性のふたごが共に
発症しています。遺伝要因と環境要因の明らかになったこととこれから明らかになる可能性のあることについて解説します。

10:30AM～
12:00PM土15・29

水 「エネルギーの使い方を考える～製品ライフサイクルの視点～」梅田 靖（大阪大学大学院工学研究科・教授）6:30PM～
8:00PM19

水 「太陽光エネルギーは主要エネルギー源になり得るか？」松村道雄（大阪大学太陽エネルギー化学研究センター・教授）6:30PM～
8:00PM26

水 「分散電源による明るい社会～各種分散電源の特徴と大量導入への課題～」三浦友史（大阪大学大学院工学研究科・准教授）6:30PM～
8:00PM10/3

水 「バイオ・再生可能エネルギーの可能性」三宅 淳（大阪大学大学院基礎工学研究科・教授）6:30PM～
8:00PM10/10

金 「再生可能エネルギーを支える市民活動と法」大久保規子（大阪大学大学院法学研究科・教授）6:30PM～
8:00PM10/19

水 「環境政策の変遷から考える、これからの環境イノベーション戦略」原圭史郎（大阪大学環境イノベーションデザインセンター・特任准教授）6:30PM～
8:00PM10/24

水 「エネルギー資源・地球温暖化問題とガスハイドレート」大垣一成（大阪大学大学院基礎工学研究科・教授）6:30PM～
8:00PM12

●第44回大阪大学公開講座「暮らしと科学技術の未来図」 サブテーマ：A これからのエネルギーを考える

※10月31日〜12月19日開講のサブテーマBについては21世紀懐徳堂HPをご覧ください。受講料／サブテーマAを全7講義受講の場合7,200円。サブテーマBを全8
講義受講の場合7,200円。サブテーマABを全15講義受講の場合9,200円。選択受講の場合1講義につき1,500円　会場／大阪大学中之島センター　定員／各回
70名（先着順）　申込方法／所定の受講申込書に必要事項を記入の上、郵送、FAX、メールにて。21世紀懐徳堂HPから受講申込書をダウンロードできます。受付期
間／〜9月7日（金）　※送付された受講申込書を確認後、「受講決定通知の連絡」を電話もしくはメールにて行います。連絡後、受講料を振り込み。問い合わせ／大阪
大学公開講座担当☎06-6444-2137　kousya-syagaku-renkei2@office.osaka-u.ac.jp　詳細パンフレットは大阪大学中之島センターにもあります。

島民Vol.50.indd   11-12 12/08/23   3:32



1213

講義レポート❶講義レポート❷

まずは御霊神社の渡御の名物である甲冑
に身を包んだ武者行列の人たちを讃えた。
　そしてここから髙島先生お得意の分析
へ。江戸時代の史料や名所図会などを題
材に、御霊神社の夏祭りと天神祭の船渡
御の類似性を検証。江戸時代の夏祭りが
どのようなものだったか、明らかになっ
ていった。

霊神社の祭神についても話題は展
開。釈先生は、神社の名前の由来

である「御霊信仰」について指摘した。
これは、怨霊を神として祀ることで祟り
を防ぐための信仰の総称。
　その歴史を紐解いた釈先生の話を受け
て、髙島先生は御霊神社の神格が時代に
合わせて変わっていったことを紹介。神
様の性格は信仰する人々の気分によって
機能するようにどんどん変わるのだが、
それがまさに御霊神社でも起こっている
ことがわかった。
　御霊神社の水との関連性については、
祀られている神の一柱、瀬織津姫の名が
挙がった。天照大神の荒々しい面である
瀬織津姫は、神道の祭祀に用いられる祝
詞の一つで、人間の罪や穢れの祓い方が
述べられる「大祓詞」において、最後に
登場して罪穢れを海に流す役目を担う。

「御霊神社はその神を祭神として祀って
いますが、実は御霊神社はもともと海の
そばにあったことを考えれば、当然と言
えるかもしれません」と髙島先生。
　神様、祭り、土地と、あらゆるところ
で大阪の神社は水と親和性があることが
示された。

い、暑い、大阪の夏。その風物詩
と言えるのが、各地で行われる神

社の夏祭りだ。旧暦の６月、つまり現在
の７月は、ほぼ毎日と言っていいほど夏
祭りが目白押し。これは江戸時代から続
いてきた大阪の伝統なのである。
　その夏祭りにおいて特徴的なのは、

「水」との関わりが深いこと。現在は天
神祭の専売特許のようにすら思われてい
る船渡御だが、実は他の神社でもよく行
われていた。神様が神社から出てきて氏
地を回るというのが渡御の主旨だが、船
を使って回る方が便利なのは「水の都」
にとっては当たり前なのだ。
　そうした伝統を受け継ぐべく、淀屋橋
にある御霊神社では、氏子の人たちの尽
力によって昨年から夏祭りの船渡御が復
活。今回の講座はその連動企画として、
ナカノシマ大学ではおなじみの釈徹宗先

生と髙島幸次先生の〝神さん仏さんコン
ビ〟にご登場いただき、大阪の夏祭りと
水の関係性について解き明かしてもらう
こととなった。
　講座が開催された日は、御霊神社の船
渡御の当日。髙島先生は猛暑の中、船渡
御にも参列。「本当に暑かったです。でも、
もっと暑くて大変な人たちがおられまし
たから、文句を言ってはいけません」と、

暑

御

 「大阪の神さん仏さん〈特別編〉 大阪の祭りと〝水〟」
@愛日会館

7月18日（水）　ナカノシマ大学7月講座 『御霊神社 夏大祭』連動企画

神社の神格が時代によって変わること
については、『大阪の神さん仏さん』（Ｐ
16）でも詳しく語られているテーマの一
つ。講座に参加したことのある人もな
い人も、ぜひご一読を。

講師／釈 徹宗（相愛大学教授） 

　　　髙島幸次（大阪大学招聘教授・大阪天満宮文化研究所） 

ゲスト／小川 清（［平岡珈琲店］店主） 

右／氏子の一人で、甲冑姿で武者行列に参加した［平岡珈琲店］店主・小川清さんもご登場。

図」。これはテーマである近世の大阪を
読み解くのに最適なものとして、本渡さ
んが選んだ初期大阪古地図である。
　本渡さんは、この地図が本格的なもの
でありながら、作成者の名や発行年が記
されていないことに注目。明記されてい
ないにもかかわらず、本渡さんが地図が
作られたのを元禄期（1688年〜 1704年）
と推理するのはなぜか。一つ目は、江戸
時代における北は丸、南は三角という特
徴的な区画記号が地図に表れていること。
次に、目を付けるのは大阪城の周囲を固
める武家屋敷だ。「東町奉行所土佐守」、

「西町奉行伊予守」、「藤堂松平因幡守」
という図中の文字は、この三人がそれぞ
れの役職を務めていた年に地図が発行さ
れたことを教えてくれる。「３人が同時
に大坂にいた該当する年は1687年か
1688年ですが、そのうち1688年が辰年
です。すなわち、発行されたのは元禄元
年と考えていいでしょう」と本渡さんの
見事な推理が披露された。
　わずかな手がかりから結論にたどり着
くおもしろさを、今回も実践してくださ
った本渡さん。シリーズとなった次回の
講座にも、ますます期待は深まる。

月に行われた講座が大盛況に終わ
り、問い合わせも多くいただいた

ことから実現した「古地図で読み解く大
阪の歴史」シリーズが、いよいよ７月か
ら開幕した。前回の講座は古地図そのも
のの魅力を紹介する導入的な意味合いが
強かったが、今月からは全４回に渡り、
近世や近代といった時代ごとの地図を扱
いながら、大阪を紐解いていく。
　まず、前回のおさらいとして本渡さん
が挙げたのは、香港の作家董啓章が著し
た『地図集』「北進偏差」の章から引用
した一節。
　「地図の記号構成は観察と現実描写の
結果というよりも、あるグループの集団
的無意識の投影と言うべきである」
　「一つの正解を求めて事実のみを読み
取るのではなく、昔の人が何を思ってそ
の記号を使ったのか、なぜその表現をし

たかったのかを想像することが、それぞ
れの時代の地図が持つ意味ではないでし
ょうか」と本渡さんは話す。古地図を通
して、地図に込められた人間の「心」を
味わうのが、まさに本渡式古地図の読み
解き方なのだ。
　さらに本渡さんが提示したトピックは

「未来の人が見たときに、過去の地図は
どう見えるのか」。平成の大阪市街図を
例に、「キタやミナミというエリア名が
あるが、一体どこを基準として呼ばれて
いるのか」といった、100年後の未来人
が眺めているというシチュエーションで
生まれる疑問が挙がっていく。普段あた
りまえのように見慣れた地図の遊び方を
覚えて帰ることができるのも、古地図講
座の醍醐味だろう。

の講座の目玉は、受講生一人一人
に教材として配られる古地図だ。

今回配布されたのは、「辰年増補 大坂

4

 「古地図で読み解く大阪の歴史〈近世編〉①」
@大阪市中央公会堂 小集会室

7月26日（木）　ナカノシマ大学7月講座

講師／本渡 章（作家） 

中之島が誇る中央公会堂で、ゆったりと古地図を広
げながら本渡さんの語りに聞き入る受講生たち。

古地図の楽しみ方を自ら披露しつつ、
その喜びを受講生たちと分かち合おう
とする姿勢も本渡さんの魅力だ。

こ
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梅
田
の
紀
伊
國
屋
書
店
の
自
費
出
版
コ
ー
ナ
ー
は
、

奥
の
洋
書
売
り
場
の
近
く
に
あ
っ
て
、
小
さ
な
カ
ウ
ン

タ
ー
に
女
性
店
員
が
常
駐
し
て
い
た
。
横
に
自
費
出
版

し
た
本
を
売
る
棚
が
あ
っ
て
、
見
る
と
エ
ッ
セ
イ
や
詩

集
の
ほ
か
、
小
説
集
も
並
ん
で
い
た
。

　

私
は
恥
ず
か
し
さ
を
こ
ら
え
て
、「
僕
も
本
を
作
り

た
い
ん
で
す
け
ど
」
と
申
し
出
た
。
店
員
の
女
性
は
親

切
で
、
本
の
体
裁
や
大
き
さ
、
入
稿
か
ら
校
了
ま
で
の

手
順
を
て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
た
。
い
ち
ば
ん
気
が

か
り
だ
っ
た
経
費
も
、
な
ん
と
か
学
生
の
私
に
支
払
え

そ
う
な
額
だ
っ
た
。

　
「
本
が
で
き
た
ら
、
こ
こ
で
売
っ
て
も
ら
え
る
ん
で

す
か
」
と
聞
く
と
、
少
部
数
な
ら
置
き
ま
す
と
の
こ
と

で
、
私
の
空
想
は
一
気
に
広
が
っ
た
。
熱
心
な
読
者
か

編
集
者
が
私
の
本
を
手
に
取
り
、
一
読
、
感
動
、
隠
れ

た
才
能
を
発
見
と
ば
か
り
に
、
私
に
連
絡
し
て
き
て
、

小
説
家
へ
の
道
が
開
け
る
…
…
。

　
「
じ
ゃ
あ
、
原
稿
が
で
き
た
ら
ま
た
相
談
に
来
ま
す
」

　

私
は
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
意
気
揚
々
と

家
路
に
つ
い
た
。

　

し
か
し
、
本
に
す
る
に
相
応
し
い
原
稿
は
、
手
元
に

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
新
人
賞
に
応
募
し
た
原
稿
は
コ

ピ
ー
も
と
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
自
分
で
も
不
出
来
は

自
覚
し
て
い
た
の
で
、
新
し
い
作
品
を
準
備
す
る
こ
と

に
し
た
。
そ
の
こ
ろ
読
ん
だ
北
杜
夫
の
『
ど
く
と
る
マ

ン
ボ
ウ
青
春
期
』
に
、
長
い
作
品
は
む
ず
か
し
か
っ
た

が
、
原
稿
用
紙
10
枚
程
度
の
作
品
は
う
ま
く
書
け
た
と

あ
っ
た
の
で
、
私
も
短
い
作
品
に
取
り
か
か
る
こ
と
に

し
た
。

 　

執
筆
は
家
や
図
書
館
の
自
習
室
で
し
て
い
た
が
、
あ

る
と
き
、
大
学
で
恰
好
の
場
所
を
見
つ
け
た
。

　

当
時
、
内
科
や
外
科
な
ど
の
臨
床
講
義
は
、
大
学
病

院
の
８
階
に
あ
る
Ａ
講
堂
と
い
う
広
い
部
屋
で
行
わ
れ

て
い
た
。
そ
の
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、「
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
ル
ー
ム
」
と
い
う
教
室
く
ら
い
の
部
屋
が
あ
っ

た
。
そ
こ
に
な
ぜ
だ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
さ
ら
に
４
畳

半
ほ
ど
の
隠
し
部
屋
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が
つ
い
て
い

た
。
窓
は
な
く
、
簡
素
な
机
と
椅
子
が
置
い
て
あ
る
。

扉
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
側
と
、
廊
下
側
に
２
カ

所
あ
り
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
両
方
と
も
内
側
か
ら
鍵
が

か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
入

っ
て
両
扉
に
鍵
を
か
け
れ
ば
、
だ
れ
に
も
邪
魔
さ
れ
ず

に
、
原
稿
に
集
中
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

私
は
講
義
を
抜
け
出
し
、
よ
く
そ
こ
で
小
説
を
書
い

た
。
講
義
中
は
廊
下
が
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
が
、
休

み
時
間
に
な
る
と
同
級
生
た
ち
が
出
て
き
て
、
自
動
販

売
機
で
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
、
話
し
て
い
る

声
が
聞
こ
え
る
。
彼
ら
が
勉
強
に
い
そ
し
ん
で
い
る
間
、

私
は
当
て
の
な
い
夢
を
頼
り
に
、
必
死
に
自
分
の
作
品

に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の
恍
惚
と
不
安
。
さ
ら
に
は

歪
ん
だ
劣
等
感
と
優
越
感
が
、
私
を
隠
微
な
陶
酔
へ
と

誘
っ
た
。

 

　

こ
の
隠
し
部
屋
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
だ
れ
か
が
片
方

の
扉
を
開
け
よ
う
と
し
て
も
、
も
う
片
方
の
扉
か
ら
脱

出
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
。
あ
る
と
き
、
執
筆
に
没
頭
し

て
い
る
と
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
で
心
臓
外
科
の

医
師
ら
が
会
議
を
は
じ
め
た
。
か
ま
わ
ず
書
い
て
い
た

ら
、
だ
れ
か
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
側
の
扉
を
開

け
よ
う
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
鍵
は
か
け
て
あ
る
。
そ
の

と
き
は
興
が
乗
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
原
稿
用
紙

に
向
か
い
続
け
た
。

　

あ
き
ら
め
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
心
臓
外
科

の
医
師
は
廊
下
側
に
ま
わ
っ
て
き
て
扉
を
開
け
よ
う
と

し
た
。
当
然
、
こ
ち
ら
も
鍵
は
か
け
て
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
で
は
両
側
の
扉
が
内
側
か
ら
施
錠
し
て
い
る
こ
と

が
バ
レ
て
し
ま
う
。

　
「
あ
れ
、
お
か
し
い
。
ど
っ
ち
も
鍵
が
か
か
っ
て
る
」

　
「
ど
う
な
っ
て
る
ん
や
」

　

外
で
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
た
。
も
し
見
つ
か
れ
ば
ど

ん
な
叱
責
を
受
け
る
か
し
れ
な
い
。
私
は
慌
て
て
原
稿

用
紙
を
鞄
に
入
れ
た
が
、
身
動
き
が
と
れ
な
い
ま
ま
固

ま
っ
て
い
た
。
出
て
い
っ
て
謝
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
籠

城
す
る
か
。
気
分
は
斧
で
金
貸
し
の
老
婆
を
殺
害
し
て
、

部
屋
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
そ
の
も

の
だ
っ
た
。

　

緊
張
し
て
息
を
潜
め
て
い
る
と
、
廊
下
側
に
い
た
医

師
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
に
も
ど
る
足
音
が
聞
こ

え
た
。
今
だ
、
と
思
い
、
廊
下
側
の
扉
を
開
け
て
飛
び

出
し
た
ら
、
Ｍ
と
い
う
心
臓
外
科
の
講
師
（
こ
の
人
は

後
に
教
授
に
な
っ
た
）
が
残
っ
て
い
て
、
ば
っ
た
り
鉢

合
わ
せ
し
て
し
ま
っ
た
。

　
「
あ
っ
」

　

Ｍ
講
師
は
声
を
あ
げ
た
が
、
私
は
顔
を
伏
せ
た
ま
ま
、

ダ
ッ
シ
ュ
で
走
り
去
っ
た
。
顔
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と

思
う
が
、
そ
れ
か
ら
当
分
、
こ
の
部
屋
は
使
え
な
く
な

っ
た
。

 　

し
ば
ら
く
し
て
、
私
は
原
稿
用
紙
5
枚
か
ら
50
枚
ほ

ど
の
小
説
を
6
つ
仕
上
げ
、
第
1
作
品
集
の
準
備
は
整

っ
た
。
大
き
さ
は
B
6
版
。
表
紙
は
や
や
く
す
ん
だ
黄

色
い
紙
で
、
こ
れ
は
19
世
紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ

れ
た
「
イ
エ
ロ
ー
・
ブ
ッ
ク
」
に
あ
や
か
っ
た
も
の
だ
。

「
イ
エ
ロ
ー
・
ブ
ッ
ク
」
は
世
紀
末
の
デ
カ
ダ
ン
ス
を

満
載
し
た
季
刊
文
芸
誌
で
、
私
の
好
き
な
オ
ー
ブ
リ
ー・

ビ
ア
ズ
リ
ー
が
モ
ノ
ク
ロ
の
秀
麗
な
イ
ラ
ス
ト
を
描
い

て
い
た
。

　

作
品
集
の
タ
イ
ト
ル
は
「PA

U
L

」。
こ
れ
は
私
が

敬
愛
し
て
い
た
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
に
ち
な
ん
だ
も

の
だ
。
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
も
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
木
版
画
に

な
ら
い
、
タ
ヒ
チ
風
な
絵
柄
を
木
版
に
彫
っ
た
。
モ
チ

ー
フ
は
前
に
差
し
出
し
た
自
分
の
両
手
。
独
自
の
芸
術

表
現
を
、
い
つ
か
こ
の
手
に
つ
か
み
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
た
も
の
だ
。

　

各
作
品
の
扉
絵
も
自
分
で
描
い
て
、
目
次
と
あ
と
が

き
も
つ
け
、
奥
付
も
作
成
し
て
、
自
費
出
版
コ
ー
ナ
ー

に
持
っ
て
い
っ
た
。
表
紙
の
見
本
、
ゲ
ラ
の
校
正
も
担

当
の
女
性
職
員
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
大
学
6
回
生
の

7
月
、
待
ち
に
待
っ
た
第
１
作
品
集
を
1
0
0
冊
、
私

は
感
無
量
の
思
い
で
受
け
取
っ
た
。

　

そ
の
足
で
婚
約
中
の
彼
女
と
い
っ
し
ょ
に
、
こ
の
青

くさかべよう　1955年生まれ。大阪大学医学部卒業。
麻酔医、外科医、在外公館での医務官としても勤務した後、2003年『廃用身』（幻冬舎文庫）でデビュー。
現代医療への提言と生きること・死ぬことについて考える契機に満ちた作風が人気を呼び『破裂』は10万部を超えるヒットに。

「最初、６回程度の連載をということでスタートしたのが、延長で40回にまでなりました。
乾いた雑巾を絞るように書いてきましたが、ここまで続けられたのも読者のみなさまのおかげです。
ありがとうございました。去年の読書会での対談を含め、単行本化の予定です。それまでグッド・バイ！」

illustration: maki yoshimura

中
之
島
ふ
ら
ふ
ら
青
春
記 

最
終
回

心
を
こ
め
た

小
さ
な
本 

後
編

久
坂
部 

羊

春
記
に
も
書
い
た
「
ネ
ス
パ
」
に
行
っ
て
、
さ
さ
や
か

な
祝
杯
を
挙
げ
た
。
薄
暗
い
レ
ス
ト
ラ
ン
の
片
隅
で
、

興
奮
と
感
激
と
胸
が
痛
い
ほ
ど
の
期
待
に
、
身
体
が
震

え
た
こ
と
を
今
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
す
。

 　

そ
の
翌
年
、
第
2
作
品
集
「A

U
BREY

」、
さ
ら
に

次
の
年
に
第
3
作
品
集
「FRA

N
Z

」
を
出
し
た
。「A

U

BREY

」
は
ビ
ア
ズ
リ
ー
に
、「FRA

N
Z

」
は
カ
フ
カ

に
ち
な
ん
だ
命
名
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
集
は
、
自
費
出
版
コ
ー
ナ
ー
の
販
売

棚
に
置
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
10
～
15
冊
程
度
売
れ

た
と
思
う
。
期
待
し
た
よ
う
な
展
開
は
な
か
っ
た
が
、

住
所
を
書
い
た
紙
を
は
さ
ん
で
お
い
た
の
で
、
何
人
か

か
ら
手
紙
を
も
ら
っ
た
。
同
じ
自
費
出
版
を
し
て
い
る

小
説
家
志
望
の
男
性
と
も
文
通
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
う
ち
の
1
人
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
本
を
出
し
て
も

ダ
メ
だ
か
ら
、
同
人
雑
誌
に
入
り
な
さ
い
と
勧
め
て
く

れ
た
（
当
人
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
が
）。

　

私
は
勧
め
に
従
い
、
地
元
の
同
人
雑
誌
に
加
入
し
、

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
「V

IK
IN
G

」
と
い
う
関
西
で
は
メ

ジ
ャ
ー
な
雑
誌
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
よ

う
や
く
孤
立
無
援
の
閉
塞
か
ら
、
開
か
れ
た
世
界
に
踏

み
出
し
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
自

費
出
版
で
出
し
た
本
も
、
必
ず
し
も
無
駄
で
は
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
小
さ
な
本
を
出
し
て
か
ら
、
小
説
家
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
す
る
ま
で
23
年
。
高
校
2
年
で
小
説
家
を
志
し

て
か
ら
な
ら
31
年
。
ま
っ
た
く
、
た
め
息
が
出
る
ほ
ど

の
長
い
道
程
だ
っ
た
。
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「大阪の神さん仏さん」
釈 徹宗　髙島幸次

 中沢新一 
ナカノシマ大学で
特別講座を開催!

『大阪アースダイバー』
（講談社）出版記念

10月開催予定。詳細は近日発表。諸君、刮目して待て。

　昨年、ナカノシマ大学で５回にわたって開催された、釈徹宗先
生と髙島幸次先生によるナカノシマ大学の人気対談講座「大阪の
神さん、仏さん」がいよいよ発売。
　身内びいきでコミュニケーション上手、合理主義で新しいもん
好き、大阪の人々の精神性はどのようにして生まれてきたのか。
住吉大社、四天王寺、生國魂神社、大阪天満宮など、土地に根差

した神社やお寺に目を向
けることから、大阪という
都市や、そこに生きる人々
の特性を読み解いていく。
おまけに神道や仏教のこ
ともよくわかる１冊です。

「はじめに」（釈 徹宗）より
　大阪は、四方八方から流入してくるものが交差する場である。
奈良からは大和川や生駒山地を通って、京都からは淀川経由で、
大陸からは瀬戸内海を通って、物心両面さまざまなものが集積す
ることで生成してきたのだ。時には反対勢力の拠点であり、時に
は埋葬の地となり、時には国の中心となり、時には商業都市であ
り、時には宗教都市であり、時には軍事都市となり、時には教育
都市となり、時には工業都市となる。都市ごと性格を変貌させて
きたのである。そのため、そこに住む人びとは、一人が複数の共
同体に所属（重所属）するメンタリティを大切にしてきた。これ
が大阪人のコンプレックスを編み上げてきたのである。大阪人の
コンプレックスはけっこう複雑である。大阪人は、「自分一人の力
だけで生きているわけではない」ことを骨身にしみて知っている。

定価1,575円（税込）　購入や取材などのお問い合わせは／株式会社140B☎06-4799-1340

絶賛
 発売中!

ナカノシマ大学学友諸君!
これが課題図書である。

ナカノシマ大学 出版NEWS

〈
特
報
〉

　

今
秋
の
竣
工
を
控
え
て
、
外
観
は
す
っ
か

り
完
成
し
た
よ
う
に
見
え
る
中
之
島
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
。
土
佐
堀
川
に
面
し
た
南

の
壁
面
を
見
上
げ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
あ
の
お

馴
染
み
の
レ
リ
ー
フ
が
復
活
し
て
い
る
。

　
「
牧
神
、
音
楽
を
楽
し
む
の

図
」。
昭
和
33
年
（
1
9
5
8
）、

新
朝
日
ビ
ル
の
新
築
に
あ
わ
せ

て
「
行
動
美
術
協
会
」
の
彫
刻

部
が
制
作
し
た
も
の
で
、
建た

て
は
た畠

覚か
く
ぞ
う造

氏
ら
若
手
の
彫
刻
家
た
ち

が
共
同
で
つ
く
り
あ
げ
た
。
太

陽
と
月
、
星
の
も
と
で
、
ギ
リ

シ
ャ
神
話
の
牧
神
た
ち
が
、
笛

や
竪
琴
を
奏
で
る
様
子
を
表
現

し
て
い
る
。
素
材
は
信
楽
で
焼

か
れ
た
陶
製
で
、「
牧
神
」
で

縦
横
約
4
〜
6
m
、
最
も
小
さ

な
「
月
」
で
も
2
ｍ
あ
る
、
巨

大
な
屋
外
彫
刻
だ
。

　

レ
リ
ー
フ
を
新
し
い
タ
ワ
ー

へ
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
計
画
当

初
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
。
し
か

し
古
い
レ
リ
ー
フ
を
再
び
設
置

す
る
の
で
は
な
く
、
今
回
新
た

に
制
作
し
直
し
て
い
る
。
新
レ

リ
ー
フ
の
制
作
を
担
当
し
た
の

は
大
塚
オ
ー
ミ
陶
業
。
建
築
を
飾
る
大
型
陶

板
や
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
な
ど
の
焼
き
も
の
を
得

意
と
す
る
企
業
だ
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
新

レ
リ
ー
フ
は
大
き
な
挑
戦
だ
っ
た
。
監
修
に

旧
レ
リ
ー
フ
制
作
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
建

2012

畠
覚
造
氏
の
長
男
で
あ
る
彫
刻
家・
建
畠
朔さ
く
や弥

氏
と
、同
じ
く
彫
刻
家
の
鷹
尾
俊
一
氏
を
迎
え
、

旧
レ
リ
ー
フ
と
新
レ
リ
ー
フ
を
並
べ
て
床
に

敷
く
こ
と
が
で
き
る
大
き
な
建
屋
を
信
楽
の

工
場
に
確
保
す
る
万
全
の
体
制
で
臨
ん
だ
。

　

レ
リ
ー
フ
の
制
作
は
2
年
以
上
の
期
間
を

か
け
、
慎
重
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
ず

10
分
の
１
の
模
型
を
つ
く

り
、
次
に
５
分
の
１
を
つ

く
っ
て
全
体
の
見
え
方
を

確
認
し
た
。
部
分
的
に
は

実
物
大
の
試
作
も
行
い
、

意
匠
面
だ
け
で
な
く
、
技

術
的
な
検
証
も
行
っ
て
い

る
。
衝
撃
試
験
や
振
動
試

験
な
ど
で
強
度
や
安
全
性
も
確
か
め
た
。

　

監
修
の
朔
弥
氏
は
、
今
回
の
制
作
を
「
新

解
釈
」
と
述
べ
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
忠

実
な
再
現
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
現
代
の
新

し
い
感
性
で
、
細
部
の
デ
ザ
イ
ン
や
仕
上
げ

に
は
変
更
を
加
え
た
。
最
も
大
き
な
変
更
は

レ
リ
ー
フ
の
配
置
だ
。
新
し
い
壁
面
は
旧
ビ

ル
よ
り
も
一
回
り
広
い
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
て
か
つ
て
よ
り
拡
が
り
を
も
た
せ
た
配

置
と
し
た
。

　

旧
レ
リ
ー
フ
を
見
慣
れ
た
人
は
、
新
し
い

レ
リ
ー
フ
の
鮮
や
か
な
青
色
に
驚
い
た
か
も

土佐堀川と錦橋、そして
レリーフの組み合わせは、
大阪を代表する都市景観
の一つ。レリーフの背景
をなすベージュ色の外壁
は、10kgもある大きなレ
ンガブロック約22万個で
構成されている。一つ一
つ、職人が手作業で積み
上げた。わざと不揃いに
積んで生みだした陰影が、
これからの新しい中之島
の景観をつくっていく。

し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

用
い
ら
れ
た
信
楽
焼
の
ガ
ラ
ス
釉
を
再
現
し

た
も
の
だ
。
50
年
の
歳
月
が
あ
の
よ
う
な
深

い
色
に
し
た
の
だ
が
、
新
し
い
色
に
驚
き
を

感
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
レ
リ
ー
フ
が

半
世
紀
の
間
に
、
中
之
島
の
風
景
と
し
て
、

す
っ
か
り
馴
染
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
は
、

そ
の
都
市
の
記
憶
と
景
観
を
、
新
し
い
感
性

と
技
術
で
引
き
継
い
だ
の
だ
。

　

都
市
の
美
し
さ
は
、
一
か
ら
新
し
く
生
み

出
せ
る
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
し
か

し
過
去
の
歴
史
を
単
純
に
引
き
継
い
だ
だ
け

で
も
残
ら
な
い
。
新
時
代
の
感
性
と
技
術
が

そ
の
も
て
る
力
の
全
て
で
応
え
て
、
は
じ
め

て
伝
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
い
わ
ば
都
市
の
プ
ラ
イ
ド

の
よ
う
な
も
の
。
朝
日
新
聞
と
中
之
島
の

1
3
0
年
が
、
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。　　
　
　
　

  （
お
わ
り
）

第
十
二
話

中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル
タ
ワ
ー
へ（

4
）

│
引
き
継
が
れ
る
牧
神
の
シ
ン
ボ
ル
│

都
市
美
を

伝
え
て

│
朝
日
新
聞
と

中
之
島
の
1
3
0
年

取
材・文
／
髙
岡
伸
一

提
供
／
株
式
会
社 

朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

http://w
w

w
.festivaltow

er.jp/
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学
級
55
人
（
！
）
の
う
ち
有
志
24
人
が
手
記

を
寄
せ
た
文
集
は
、『
G
H
Q
の
兵
隊
さ
ん

と
船
場
の
子
ど
も
た
ち
』
の
名
で
発
行
さ
れ

た
。
そ
し
て
今
年
7
月
、
こ
の
文
集
を
ベ
ー

ス
に
梶
本
さ
ん
が
加
筆
・
再
構
成
し
た
『
孝

子
愛
日
〜
G
H
Q
占
領
下
の
船
場
の
子
ど

も
た
ち
』
が
出
版
さ
れ
た
。

舎
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
の
思
い
出
が
残
る
学

校
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
ほ
し
か
っ

た
」
と
話
す
梶
本
さ
ん
。
筆
を
と
っ
た
理
由

は
も
う
一
つ
、
自
分
た
ち
が
受
け
た
新
し
い

教
育
体
制
に
つ
い
て
伝
え
た
っ
た
か
ら
だ
。

　
「
私
が
入
学
し
た
年
に
新
し
い
教
育
基
本

法
が
施
行
さ
れ
、
六・
三
制
が
始
ま
り
ま
し

た
。
戦
後
教
育
は
G
H
Q
か
ら
の
押
し
つ
け

だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
愛
日
小
の
生
徒
は
占
領
下
で

も
の
び
の
び
と
過
ご
し
て
い
た
し
、
先
生
や

地
域
の
人
た
ち
も
子
供
た
ち
の
成
長
を
願
っ

て
『
新
教
育
』
を
育
ん
で
い
た
ん
で
す
」

　

そ
ん
な
思
い
の
詰
ま
っ
た
本
を
見
て
、
愛

日
小
の
同
級
生
で
大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所

の
近
江
晴
子
さ
ん
は
「
新
教
育
に
つ
い
て
学

年
を
追
っ
て
書
か
れ
て
い
て
、『
あ
あ
そ
う

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
』
と
、
初
め
て
わ
か
り

ま
し
た
」
と
驚
く
。
同
じ
く
同
級
生
で
本
の

装
丁
画
の
作
者
で
も
あ
る
清
起
子
さ
ん
も

「
文
集
の
内
容
を
補
足
す
る
文
章
も
加
わ
っ

て
、
一
つ
の
物
語
と
し
て
よ
く
ま
と
ま
っ
て

い
る
な
ぁ
と
思
い
ま
す
」
と
、“
梶
や
ん
”

こ
と
梶
本
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
。

　

去
る
8
月
25
日
、
開
平
小
学
校
で
は
、
愛

日
小
か
ら
受
け
継
い
だ
貴
重
な
蔵
書
「
愛
日

文
庫
」
の
曝ば

く
し
ょ書

（
虫
が
付
か
な
い
よ
う
風
を

通
す
）
が
卒
業
生
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
明
治
時
代
の
創
立
時

に
山
片
家
か
ら
譲
り
受
け
た
和
本
も
あ
っ
た
。

こ
ん
な
風
に
情
熱
と
愛
校
心
に
溢
れ
る
船
場

の
人
々
に
見
守
ら
れ
、
愛
日
小
の
歴
史
は
語

り
継
が
れ
て
い
く
。
梶
本
さ
ん
も
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
一
人
で
あ
る
。

校

1819

旧
愛
日
小
学
校
の
思
い
出
を

紡
ぐ
本
が
出
版
さ
れ
た
。

つ
て
大
阪
の
船
場
に
は
6
つ
の
市
立

小
学
校
が
あ
っ
た
。
愛
日
・
船
場
・

久
宝
・
集
英
・
汎
愛
・
浪
華
の
6
校
が
、
北

は
土
佐
堀
川
か
ら
南
は
長
堀
川
（
長
堀
通
）、

東
西
は
両
横
堀
川
に
挟
ま
れ
た
エ
リ
ア
に
あ

っ
た
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
今
と
な

っ
て
は
想
像
も
つ
か
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
多

く
の
人
が
住
む
街
だ
っ
た
の
だ
。
太
平
洋
戦

争
末
期
の
空
襲
に
よ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
現
在
は
淀
屋
橋

odona

が
建
つ
場
所
に
あ
っ
た
愛
日
小
学
校

は
幸
い
に
も
戦
災
を
免
れ
た
。

　

創
立
は
明
治
5
年
（
1
8
7
2
）。
両
替

商
「
升
屋
」
の
当
主
だ
っ
た
山
片
重
明
が
、

自
ら
の
邸
宅
を
土
地
や
建
物
ご
と
寄
贈
し
て

誕
生
し
た
と
い
う
逸
話
を
持
つ
。
平
成
2
年

（
1
9
9
0
）、
同
じ
く
戦
火
を
逃
れ
た
集
英

小
学
校
と
統
合
し
、
開
平
小
学
校
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
る
ま
で
、
数
多
く
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
た
。
今
も
船
場
や
中
之
島
界
隈
で
は
、

愛
日
小
の
卒
業
生
に
よ
く
出
会
う
。

　

戦
後
間
も
な
い
昭
和
22
年
（
1
9
4
7
）

に
入
学
し
た
梶
本
孝
治
さ
ん
も
そ
の
一
人
。

同
じ
ク
ラ
ス
の
同
級
生
た
ち
と
折
に
触
れ
て

同
窓
会
を
行
っ
て
い
た
が
、
2
0
0
8
年
に

集
ま
っ
た
際
、
自
分
た
ち
が
古
希
（
70
歳
）

を
迎
え
る
2
0
1
0
年
の
同
送
会
に
向
け
て

文
集
づ
く
り
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
１

取
材・文
／
大
迫 

力（
本
誌
）

右から近江さん、著者の梶本さん、杏中さん、そして
愛日文庫の管理などを行う愛日教育会事務局の丸
山悦治さん。丸山さんは「愛日文庫を伝え継ぐ」とい
う文章を特別寄稿した。「ちゃんと知ってもらえる機会
を得られて光栄です」と丸山さん。

『孝子愛日
〜ＧＨＱ占領下の
船場の子どもたち』
　著者の梶本孝治さんはじめ、「古田学級一期生」
の面々が書いた思い出の文集をベースに、梶本さん
が補記を加えて出版。GHQの占領下にあった大阪
で、子供たちがどのように学び、育ったのか、卒業生
の肉声によって語られる。スパルタながらも情に厚い、
担任の古田早苗先生（男性）の個性的なパーソナリ
ティも、「兄弟よりも深い」というクラスの連帯感を生
んだようだ。定価2,100円。購入などの問い合わせ
は☎06-6304-9325（株式会社ユニウス）へ。

か

右は、９月30日（日）まで開催の「リア
ル・ジャパネスク」展に伴って行われた
アーティスト・トーク会場風景。人気の
イベントでも、会員ならば優先的に参加
できる枠がある。

い
で
す
。
大
阪
で
し
か
で
き
な
い
何
か
っ
て

き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も

来
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
ど
ん
ど

ん
考
え
て
い
き
ま
す
」

　

鳴
り
物
入
り
の
企
画
展
の
数
々
も
毎
回
見

逃
せ
な
い
が
、
通
常
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
〜
展
示
方
法
ま
で
が
、
さ

す
が
国
立
な
セ
ン
ス
の
良
さ
が
美
術
フ
ァ
ン

に
と
っ
て
は
堪
ら
な
い
の
が
同
館
の
魅
力
で

あ
る
。

　
「
少
し
会
費
は
高
い
ん
で
す
が
、
特
別
会

員
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
設
け
て
い
て
、
現

在
14
名
の
方
に
ご
入
会
い
た
だ
い
て
ま
す
」。

こ
の
特
別
会
員
も
審
査
な
ど
特
に
な
く
美
術

館
へ
の
熱
い
想
い
（
会
費
）
で
な
れ
る
と
い

う
の
が
さ
す
が
太
っ
腹
な
の
だ
。

　

中
之
島
エ
リ
ア
の
“
え
え
匂
い
の
す
る
美

術
館
”
で
、
タ
ニ
マ
チ
よ
ろ
し
く
友
の
会
会

員
に
な
っ
て
み
る
の
も
悪
く
な
い
。
あ
な
た

に
と
っ
て
優
雅
な
昼
下
が
り
に
な
る
こ
と
間

違
い
無
し
な
の
で
あ
る
。

ハイセンスな美術館に籍を置く喜びが、アートを支えている!

　一般の年会費は5,000円だが、学
生なら懐に優しい3,000円。特別展や
コレクション展を無料で観覧できたり、
館内施設での割引といった特典が付く。
ほかにもペア会員やファミリー会員が
用意されていて、周囲を巻き込んでアー
トを楽しんでほしいという思いがこめられ
ている。しょっちゅう訪れたい人は特別
会員20,000円という手もあり。展覧会
のレセプションへの出席など、まさに

「特別」な特典については友の会事務
局まで。☎06-6447-4680
http://www.nmao.go.jp/

国立国際美術館 友の会

続・中之島に「入会」しませんか?

 「会員」のススメ。
取材・文／石原 卓（本誌）

N A K A N O S H I M A  M E M B E R S H I P

国立国際美術館  友の会

学
校
の
頃
、
成
績
の
よ
い
女
の
子
特

有
の
“
え
え
匂
い
”
と
い
う
の
が
あ

っ
た
。
石
鹸
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
シ
ト
ラ

ス
の
よ
う
な
…
。
中
之
島
で
そ
う
い
う
“
え

え
匂
い
の
す
る
エ
リ
ア
”
が
、
こ
の
旧
阪
大

エ
リ
ア
で
あ
る
。
1
9
7
7
年
、
今
か
ら
思

え
ば
大
阪
が
え
え
時
代
や
っ
た
頃
、
万
博
公

園
か
ら
こ
の
地
に
移
っ
て
来
た
。
さ
す
が
国

立
！
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
豊
富
さ
。
長
蛇
の

企
画
展
で
人
を
攫
う
の
も
、
い
つ
も
こ
の
美

術
館
が
震
源
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

“
え
え
匂
い
の
す
る
”
同
館
に
も
友
の
会
が

存
在
す
る
。「
も
ち
ろ
ん
様
々
な
特
典
は
あ

り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
は
国
立
国
際
美
術

館
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
う
感
じ
で
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
も
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
は
同
館
学
芸
課
の
池
田
良
子
さ
ん
。
観
覧

料
の
割
引
、
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

特
典
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
会
へ
の
参
加
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
特
典
メ
ニ
ュ
ー
が
用

意
さ
れ
て
い
て
、
お
得
な
上
に
美
術
館
と
の

一
体
感
も
味
わ
え
る
の
だ
。

　
「
年
齢
層
も
幅
広
く
ご
入
会
い
た
だ
い
て

い
ま
す
ね
。
学
生
会
員
と
い
う
枠
も
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
老
若
男
女
さ
ま
ざ
ま
な
方
に

友
の
会
は
支
え
ら
れ
て
ま
す
」
と
池
田
さ
ん

が
言
う
通
り
、
層
の
広
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

　
「
国
立
で
す
か
ら
特
に
大
阪
贔
屓
と
い
う

ワ
ケ
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
関
西
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
は
や
っ
ぱ
り
深

小
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イタリア語講座・総合コース
受講料／90分授業×12回 35,000円
期間／9月〜12月　

イタリア文化講座・基礎デッサンコース
受講料／21,000円（教材費込み）　
時間／7:45PM〜9:15PM
期間／9月〜12月の木曜日・全６回　
９月12日（水）6:00PM～デッサンコースの説明会あり。
授業内容や日程、その他講座ラインアップなど、
詳しくはhttp://www.iictokyo.com/osaka/にて。
問い合わせ／イタリア文化会館☎06-6229-0066

渋川春海と江戸時代の天文学
─「天地明察」の時代─
期間／９月４日（火）〜10月21日（日）
時間／9:30AM〜5:00PM
料金／大人400円 高大生300円 
中学生以下無料
※展示所４階東側のみ観覧有料・
地下１階アトリウムは無料
問い合わせ／大阪市立科学館
☎06-6444-5656　
http://www.sci-museum.jp/

「山田洋次の軌跡～フィルムよ、さらば～」
期間／前半：９月23日（日）まで 後半：10月６日（土）〜10月24日（水）　
月曜休（祝日の場合は、翌日休み）
開館時間／10:15AM〜6:00PM（最終入場は5:30PM）
料金／入館料500円　映画鑑賞500円（１作品につき）
映画セット体験コーナー500円
南座１日フリー券 前売り1,500円（当日1,700円）
問い合わせ／京都四條 南座☎075-561-1155
チケット内容や上映作品など詳しくはhttp://www.shochiku.co.jp/
play/minamiza/schedule/2012/8/post_82.php

２０１２年９月１日発行

　
去
る
７
月
２０
日
、
大
阪
市
役
所

正
面
玄
関
前
に
て
、「
大
阪
打
ち
水

大
作
戦
」
打
ち
初
め
式
が
行
わ
れ

た
。「
大
阪
打
ち
水
大
作
戦
」
は
、

夏
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を

緩
和
し
て
少
し
で
も
涼
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
、
打
ち
水
を
積
極
的
に

行
お
う
と
呼
び
か
け
る
た
め
の
も

の
。
道
路
や
庭
に
水
を
ま
き
、
涼

し
い
風
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る

打
ち
水
は
、
昔
な
が
ら
の
日
本
人

の
知
恵
で
あ
り
、
身
近
な
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　「
フ
ー
テ
ン
の
寅
」
こ
と
車
寅
次

郎
が
、
日
本
中
を
め
ぐ
る
人
情
劇

『
男
は
つ
ら
い
よ
』
シ
リ
ー
ズ
や
、

『
た
そ
が
れ
清
兵
衛
』『
武
士
の
一

分
』
と
い
っ
た
武
士
道
を
貫
く
男

　
２
０
０
６
年
か
ら
開
催
さ
れ
、

今
年
で
７
年
目
を
迎
え
る
「
大
阪

ク
ラ
シ
ッ
ク
」。
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
桂
冠
指
揮
者

で
あ
る
大
植
英
次
氏
が
全
面
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
、
文
字
通
り
そ
の
演

奏
は
御
堂
筋
沿
い
や
中
之
島
を
主

な
会
場
と
し
て
披
露
さ
れ
る
、
ま

さ
に
大
阪
で
し
か
で
き
な
い
７
日

間
の
音
楽
の
祭
典
だ
。
例
年
５
万

人
も
の
入
場
者
を
誇
っ
て
い
る
の

は
、
そ
の
本
格
的
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
ほ
と
ん
ど
を
無
料
で
鑑
賞
で
き

る
と
い
う
点
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

敷
居
の
高
そ
う
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
を
気
軽
に
楽
し
め
る
人
気
の
高

さ
か
ら
、
今
年
は
昨
年
よ
り
も
拡

大
し
た
全
９０
公
演
が
行
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
新
た
な
試
み
と
し
て
、

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
に
加
え
、
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
、
日
本
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
交
響
楽
団
、
大
阪
交
響
楽
団

の
大
阪
を
代
表
す
る
３
つ
の
プ
ロ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
、
相
愛
学
園
の

伝
統
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
初
参

加
も
決
定
し
て
い
る
。

　
会
場
は
大
阪
市
役
所
や
中
之
島

ダ
イ
ビ
ル
の
ほ
か
、
中
之
島
界
隈

の
カ
フ
ェ
や
ビ
ル
も
多
い
が
、
ゆ

っ
た
り
座
っ
て
音
の
広
が
り
を
楽

し
み
た
い
人
に
は
予
約
必
須
の
有

料
ホ
ー
ル
公
演
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
初
心
者
か
ら
詳

し
い
人
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
層
が

満
足
で
き
る
充
実
ぶ
り
だ
。
　

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
お
な
じ
み

の
大
阪
市
立
科
学
館
で
は
、
江
戸

時
代
前
半
に
活
躍
し
た
天
文
学
者
、

渋
川
春
海
の
功
績
を
た
た
え
た
展

示
が
始
ま
る
。
も
と
も
と
将
軍
に

仕
え
る
碁
打
ち
だ
っ
た
渋
川
春
海

が
独
学
で
天
文
学
を
会
得
し
、
日

本
初
の
暦
を
編
み
出
し
た
生
涯
に

迫
る
企
画
。
星
座
の
研
究
に
熱
心

だ
っ
た
彼
が
刊
行
し
た
す
べ
て
の

星
図
や
、
現
存
最
古
の
肖
像
画
を

始
め
と
す
る
３０
点
も
の
資
料
が
一

堂
に
会
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と

だ
そ
う
だ
。
期
間
中
は
、
日
本
な

ら
で
は
の
天
文
学
を
成
立
さ
せ
た

そ
の
人
物
像
を
掘
り
下
げ
て
い
く

講
演
会
や
、
月
刊
島
民
に
も
何
度

か
ご
登
場
い
た
だ
い
た
天
文
学
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
科
学
館
の
担
当

学
芸
員
の
嘉
数
次
人
さ
ん
ら
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
折
し
も
彼
を
主
人
公
と

し
た
映
画
『
天
地
明
察
』
の
公
開

を
控
え
て
お
り
、
撮
影
で
実
際
に

使
わ
れ
た
星
の
高
度
を
測
る
巨
大

分
度
器
「
象
限
儀
」
や
、
暦
に
つ

い
て
ま
と
め
ら
れ
た
書
物
な
ど
も

展
示
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
金
環
日

食
に
沸
い
た
今
年
、
天
文
ブ
ー
ム

は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
だ
。
　

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
打
ち
初
め
に

先
立
ち
歌
手
の
嘉
門
達
男
さ
ん
が

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
披
露
。
小
雨
が
降

る
あ
い
に
く
の
お
天
気
ま
で
ネ
タ

に
し
て
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
を
た

っ
ぷ
り
笑
わ
せ
て
く
れ
た
。
そ
の

後
の
打
ち
初
め
で
は
、
浴
衣
姿
の

市
役
所
職
員
の
方
々
の
ほ
か
、
お

風
呂
の
残
り
湯
な
ど
を
持
っ
て
参

加
し
た
一
般
の
人
た
ち
も
参
加
、

た
っ
ぷ
り
と
水
を
ま
い
た
。
そ
の

後
、
７
月
３１
日
に
中
之
島
三
井
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
で
も
行
わ
れ
る
な
ど
、

継
続
的
に
開
催
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
夏
の
間
、
大
阪
市
内
各

所
で
続
け
ら
れ
て
い
く
予
定
だ
と

い
う
。
　（
大
迫 

力
・
本
誌
）
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気
持
ち
も
新
た
な
９
月
。
何
か

新
し
く
始
め
た
い
と
い
う
人
に
お

す
す
め
な
の
が
、
朝
日
新
聞
ビ
ル

内
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
で

の
語
学
講
座
。
授
業
内
容
の
レ
ベ

ル
や
受
講
時
間
は
細
か
く
分
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
無
理
な
く
マ
イ

ペ
ー
ス
に
イ
タ
リ
ア
語
を
習
得
で

き
る
。
旅
行
や
自
己
紹
介
に
役
立

つ
日
常
会
話
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
の

技
術
や
社
会
問
題
に
迫
る
ビ
ジ
ネ

ス
会
話
な
ど
も
あ
る
た
め
、
自
分

に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
選
ぼ
う
。
会

話
だ
け
で
な
く
、
イ
タ
リ
ア
映
画

を
吹
き
替
え
な
し
で
観
賞
し
て
み

た
い
、
イ
タ
リ
ア
語
の
レ
シ
ピ
を

す
ら
す
ら
読
ん
で
み
た
い
、
と
い

う
人
に
適
し
た
コ
ー
ス
も
。
夜
間

の
受
講
も
可
能
な
の
で
、
ア
フ
タ

ー
５
に
立
ち
寄
れ
る
の
も
嬉
し
い
。

ま
ず
は
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン
で
、

ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
を
実
際
に
味
わ

っ
て
み
て
ほ
し
い
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
や
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
同
館
の
取
り
組

み
の
中
で
、
今
秋
の
注
目
は
、
多

く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
の
ル
ー
ツ

で
あ
り
な
が
ら
現
代
人
に
は
な
じ

み
が
薄
い
ラ
テ
ン
語
。

中
之
島
の
一
角
で
気
軽

に
古
典
言
語
を
学
べ
る

機
会
は
そ
う
そ
う
な
い
。
勉
学
の

秋
を
満
喫
す
る
い
い
機
会
だ
。
他

に
も
、
初
の
試
み
と
し
て
基
礎
デ

ッ
サ
ン
コ
ー
ス
が
開
講
。
イ
タ
リ

ア
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
登
壇
し
、

現
地
の
美
術
学
校
で
用
い
ら
れ
て

い
る
学
習
法
に
な
ら
っ
て
指
導
す

る
貴
重
な
場
だ
。
芸
術
の
秋
、
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
巨
匠
に
な
り
き

っ
て
、
絵
に
な
る
中
之
島
を
描
い

て
み
よ
う
。
　（
江
口
由
夏
・
本
誌
）
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た
ち
を
描
い
た
時
代
劇
な
ど
、
日

本
人
の
琴
線
に
触
れ
る
人
間
ド
ラ

マ
を
次
々
と
生
み
出
し
て
き
た
山

田
洋
次
監
督
。
そ
の
監
督
生
活
５０

周
年
を
記
念
し
、
京
都
の
南
座
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
全
８０
作
品
が
３５

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
日
替
わ
り
上
映

さ
れ
て
い
る
。
毎
日
２
作
品
ず
つ
、

午
前
中
は
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
シ

リ
ー
ズ
、
午
後
は
そ
の
他
の
作
品

と
、
邦
画
好
き
に
は
願
っ
て
も
な

い
機
会
だ
。

　
こ
れ
は
「
山
田
洋
次
の
軌
跡
～

フ
ィ
ル
ム
よ
、
さ
ら
ば
～
」
と
題

さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
大
劇
場
で

の
最
後
の
フ
ィ
ル
ム
上
映
と
な
る

そ
う
。
劇
場
に
は
、
こ
れ
ま
で
使

用
さ
れ
た
撮
影
機
材
や
山
田
監
督

作
品
に
ま
つ
わ
る
パ
ネ
ル
展
示
も
。

な
ん
と
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
シ
リ

ー
ズ
で
お
な
じ
み
、
団
子
屋
「
く

る
ま
や
」
の
セ
ッ
ト
も
登
場
。
記

念
写
真
撮
影
も
で
き
る
の
で
、
寅

さ
ん
気
分
を
体
験
で
き
る
。
下
町

の
人
々
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き

そ
う
な
空
間
に
は
、
京
都
ま
で
足

を
運
ぶ
価
値
あ
り
。
中
之
島
や
大

阪
か
ら
で
も
、
京
阪
電
車
な
ら
乗

り
換
え
な
し
。
ぜ
ひ
懐
か
し
さ
と

共
に
、
寅
さ
ん
の
復
活
を
味
わ
っ

て
ほ
し
い
。
　（
江
口
由
夏
・
本
誌
）
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Ⓒ
松
竹
株
式
会
社

Ⓒ
飯
島
隆

大阪クラシック
期間／９月２日（日）～９月８日（土）
時間／10:30AM～8:30PM　※開催日によって異なる
会場／大阪市立中央公会堂、大阪市役所、
中之島ダイビル、アートエリアB1、相愛学園 本町講堂、
ザ・フェニックスホールなど
料金／無料（一部有料公演や整理券が必要な公演あり）
お問い合わせ／大阪市総合コールセンター☎06-4301-7285
※日程や曲目、会場など詳しくは
http://www.osaka-phil.com/oc2012/
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取材・文／大迫 力（本誌）

　そもそもこのコーナーは、ふだんよく目に
するけれど、そこで働いている人でもなけれ
ばなかなか入る機会のない「隣のビル」に入
ってみようという主旨である。ただ、今回は
ちょっと趣向を変えて、そのビルを見て歩く楽
しみを教えてくれる本を紹介することにしたい。
　本誌連載でもおなじみ、建築家の髙岡伸一さ
んをはじめ、1950 〜 70年代のビルが好きな面々
が集ったBMC（ビルマニアカフェ）が、本を出
版した。その名も『いいビルの写真集』。BMC
が愛してやまない大阪のビルの中から、表紙に
なっている綿業会館新館を筆頭に厳選。中之島界
隈でも、ビル・リバーセンター、リバーサイドビ
ルディング、リーガロイヤルホテル、旧新朝日ビ
ルなど多数選ばれているのは島民としては嬉しい
ところだ。
　ところで、5人のメンバーが好きなビルに、「1950
〜 70年代の」というただし書きが付くのは、この
時代には丹精込めて造られたビルが多いからだ。ちょうど
高度成長期にあたり、好況を背景に、建てる施主もしっか
り想いを込め、それを受けて造る職人たちも丁寧な仕事を
した。そうしたビルは、半世紀ほどを経た今、いい具合に
古び、現役感の中にも味わい深い渋さが滲み出ている。
　ただ、そうした〝見た目〟の話よりも、大量生産・大量
消費的ではない建物と人とのいい関係にスポットを当てて
いるところにこそ、この本の一番の魅力を感じる。スクラ
ップ・アンド・ビルドではなく、手間暇をかけてつくった
ものを長く大事に使う。そうしたライフスタイルへの共感
が、BMCの人気の背景にあるのではないだろうか。
　ある意味ではそれは街での過ごし方にもつながる。新し
くできたスポットや新発売の商品を追うばかりが街で遊ぶ
ことではない。ビルも、人も、歴史も含めて、街に今ある
ものに敬意をはらって面白がる。そんな気持ちで、ちょっと、
隣のビルまで。

　ＢＭＣの面々が、これぞと思う
大阪のビルを、想いの限りをつづ
った文章と撮り下ろし写真で紹介
する心のこもった1冊。「なんとな
く」ではなく、窓やタイルなどのデ
ィテールまでしっかり解説するとこ
ろに、メンバーの気合が感じられ
る。建物だけではなく、関わる人々
の物語も読み応えがある。◎9月
8日（土）まで、［Calo Bookshop 
& Cafe］にて、この本のために
撮り下ろされた、カメラマン西岡潔
さんによる大阪の「いいビル」の
写真展が開催中。

『いいビルの写真集』
（パイインターナショナル・2,100円）

オールカラー。主要な写真は１人
の写真家に撮ってもらうこだわり。
その空気感をとくとご覧あれ。

川沿いに建つビルをめぐるページ。
普段は気づかないが、「言われて
みれば確かに渋い！」ビル多し。

OMMビルは船上からのナイスアン
グルの写真が見ごたえあり。かつ
ては大阪で一番背が高かった。

特別編

BMC『いいビルの写真集』
渋い、レトロなビルは、
丁寧に造られ、使われてきた
その証でもある。

23

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
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次号予告昭和の、あの日。
多くの人の胸に刻まれた、昭和の中之島の名所・名場面。
今はもうないけれど、どこか輝かしく熱っぽかったあの時代をふり返る。

●『月刊島民』vol.51は2012年10月１日発行です！

大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋　
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／旭屋書店 堂島地下街店／カペラ書店／紀伊国屋書店 本町店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ジュンク堂書店 
天満橋店／MARUZEN＆ジュンク堂書店 梅田店／スタンダードブックストア／天牛堺書店 大江橋店／ブックファースト 梅田店／ブックファースト 淀屋橋店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店

［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素　食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公
会堂／大阪市立中央図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪フィルハーモニー会館／大阪ボランティア
協会／大阪歴史博物館／追手門学院　大阪城スクエア／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪リバーサイドキャンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情
報センター／中央電気倶楽部／ホテルNCB／メビック扇町

［店舗・医院など］アリアラスカ マーブルトレ／アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／大西洋服店／ＯＯＯ（オーー）／カセッタ／喫茶カンターロ／喫
茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／
ティーハウスムジカ／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／フレイムハウス／ミニジロー
／宮崎歯科／やきとり ばかや／吉田理容所／ラ・クッカーニャ／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］伊勢屋書店／大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館

［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御船かもめ／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホ
ステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop Ａ
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂 フレスト店／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／水嶋書房 くずは駅店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／寝屋川市役所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／大手通りストリートギャラリー 街・発信／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。
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なにわ橋駅

OMMビル
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中之島
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大阪市中央公会堂
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大阪倶楽部

　　　　　

9/19・10/18
ナカノシマ大学
開催!

9/19・10/18
ナカノシマ大学
開催!
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御霊神社

大阪府立
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愛日
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大阪市立
科学館
（P21）

国立国際
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